
一般社団法人徳洲会は9月9日、中国の北京世紀康瑞病院集団と中
国人患者さんの治療・健診の受け入れや同集団に対する病院経営・
管理手法の確立支援、医療人材・技術交流について提携した。同集
団は北京市朝陽区を中心に11病院（計7,000床）を有し、中国最大級
の民間病院グループ。今後5年以内に2万床に拡大する計画を打ち出
している。今回の提携により、今後、徳洲会グループが推進するメディ
カル（医療）ツーリズムに拍車がかかりそうだ。

患者さん受け入れや経営手法確立支援
徳洲会は “生命だけは平等だ”の理念の下、これまで40カ国と医
療協力に関する覚書（MOU）を締結、病院開設支援や透析機器の寄
贈、透析センターの開設支援などを行ってきた。また、徳洲会は国
際的な医療機能評価のJCI認証取得病院が8病院、外国人患者受入
れ医療機関認証制度（JMIP）の認証取得病院が12病院あり、医療ツ
ーリズムを積極的に推進している。
こうした徳洲会の活動に着目した伊藤忠商事が仲立ちとなり、今
回の提携が実現した。同社は今年3月、香港の投資会社である中信
資本とともに、同集団に資本参加。これは拡大の一途をたどる北京
市内の医療需要に対応するため、同集団に日本式の病院運営管理
や病院関連事業の受託運営サービスを提供、同集団の医療の質や
経営効率の一層の向上をサポートするのが目的。
また、伊藤忠商事は日本の医療機関と連携し、日本の医療機器・
サービス、中国人患者さんの日本国内でのインバウンド治療や健診
ニーズへの対応も視野に入れ、その道筋を模索していた。8月26日
には同社が仲介し、藤田医科大学と同集団が提携している。
徳洲会グループは1973年創設、現在71病院（計1万7,881床、2019
年10月時点）含む350以上の医療・介護・福祉施設を展開し、救急・
急性期医療などに強みをもつ日本最大の民間病院グループ。一般
社団法人徳洲会はグループの本部機能を有し、医薬品や医療機器・
材料などをグループのスケールメリットを生かし低価格に一括購入
し、傘下の病院・施設に供給している。
また、徳洲会病院・施設への巡回経営指導や、2カ月に1回、全
国の徳洲会病院の幹部が参加し経営対策など協議する医療経営戦
略セミナーなどを実施。このような徳洲会創設以来培ってきたきめ
細かい病院運営管理手法や受託サービスのノウハウを同集団に提
供していく考えだ。
インバウンド治療・健診事業については、徳洲会と同集団が直接、
連絡を取り合い、①中国人患者さんが安心して徳洲会病院を受診、
②日中病院間で患者情報を正確に伝達、③同集団が中国に帰国後
の患者さんに適切なフォローアップを行う。これに関して伊藤忠商
事が全面的にバックアップする。
今回の提携の背景には日中両国の政策もある。中国政府は年間
100兆円を超える医療費を抑制しながらも、増え続ける医療需要に
対応するため、民間資本の活用や民間病院の拡充を支援している。
一方、日本政府は医療技術・サービスのアウトバウンド（海外展開）
を推進しており、日中の医療機関にフォローウインドとなっている。
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一般社団法人徳洲会

中国最大の民間医療グループと提携

南部徳洲会病院は9月23日、40周年記
念講演を開催した。地域の医療関係者
や患者さんら300人超が来場。開院40周
年の感謝を伝えるとともに最新の医療情
報を共有、今後の地域貢献を約束した。
冒頭、赤崎満院長が「私たちは1979年
に開院、徳洲会の “生命だけは平等だ”
の理念の下、日々努力しています。ここ
まで来られたのも地域の方々のご支援の
おかげだと、職員一同感謝しています」と謝辞を述べた。
この後、眞鍋良彦・放射線治療科医長が「放射線治療〜ト
モセラピーとサイバーナイフが切り拓く未来」と題し講演した。
「がんは食事療法したりするだけでは治りません」と誤った情報
に対し注意喚起。放射線治療についても「正しく知る」ことが大

切だと強調した。
術後乳がん、脳転移、前立腺がん、

骨転移に対する放射線治療の有効性や
展望など解説。最後に「がんが進行すると、
希望の治療が “賞味期限”になり、受けら
れなくなる可能性があります。検診を受
け早期発見に努めましょう」と呼びかけた。
続いて昭和大学病院の明石定子・乳

腺外科教授が「乳癌診療最前線」をテー
マに講演した。働き盛りに乳がんが増えているという統計を提
示。運動、閉経後の肥満予防、禁煙など生活習慣を改善する
重要性を説いた。
自己検診として「乳房に痛みにあれば専門医を受診すべき
か」という問いかけに対し、会場の反応は半々。実際は乳が
んに痛みはあまりなく、乳房のしこり、分泌液、変形などが発
見の契機となると説明、40歳以降は検診を受けるべきと強調し
た。最後に、乳がん治療は体に負担のない治療に進化してい
ると言及、「正しい情報をもとに、自分にとって最適な治療を選
択しましょう」と締めくくった。

泌尿器科の向山部長（左）と放射線治療科の眞
鍋医長が密に連携

来場者に感謝を述べる赤
崎院長

「40歳を超えたら乳が
ん検診を」と明石教授

記念講演に300人超
放射線治療と乳がんテーマ

南部病院開設40周年
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9月9日の提携調印式後に徳洲会、北京世紀康瑞病院集団、伊藤忠商事の関係者が記念
撮影。牛島浩・同社建機・産機部長（前列左から2人目）、鈴木隆夫・同会理事長（その右
へ3人目）、朱敬民・同集団董事長（その右へ2人目）

前立腺と直腸の間にハイドロゲルを注入し、10㎜前後のスペ
ースをつくることで、直腸が高線量域に触れないようにする

図　ハイドロゲルを用いたスペーサ留置術

赤崎院長（前列中央）や鵜飼・看護部長（その右）
らが研修生にエール
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